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日
本
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
国
際
経
済
人
を
育
て
よ
う
と
の
意
見
を
活
発
に
論
じ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
学

意
気
盛
ん
な
兵
庫
県
立
神
戸
商
科
大
学
。
平
成
２
年
４
月
に
力
は
上
が
る
一
方
で
す
」
と
大
上
庶
務
課
長
は
胸
を
張
る
。

神
戸
市
垂
水
区
か
ら
西
区
の
学
園
都
市
に
移
転
さ
れ
た
。
校
公
開
講
座
は
加
年
の
歴
史
を
持
ち
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ス

内
へ
入
り
、
レ
ン
ガ
の
敷
き
つ
め
ら
れ
た
坂
道
を
上
が
る
と
、
ポ
；
シ
教
室
な
ど
広
く
県
民
に
対
し
門
戸
を
開
放
し
て
い
る
。

ギ
ソ
シ
ャ
風
の
建
物
が
現
れ
ｈ
厳
粛
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
詔
万
冊
の
蔵
書
と
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
を
持
つ
図
書
館
は

学
舎
の
中
の
設
備
は
最
新
鋭
を
誇
る
。
特
に
情
報
処
理
セ
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
も

ン
タ
ー
・
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
完
備
さ
れ
、
情
報
シ
ス
テ
ム
．
利
用
で
き
る
の
で
好
評
。Ｌ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
こ
れ
に
よ
り
、
「
〃
天
に
学
ん
で
人
を
識
る
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
学
園
都
市
で
の

端
末
を
通
じ
て
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
Ｉ
夕
か
ら
取
り
出
し
た
情
新
た
な
歴
史
を
近
隣
住
民
と
と
も
に
刻
ん
で
行
き
た
い
考
え

報
を
自
由
に
利
用
し
た
り
、
別
の
部
屋
に
い
る
教
授
と
の
．
で
す
。
天
と
は
自
然
で
あ
り
真
理
で
す
。
ま
た
学
生
に
は
規

ミ
ュ
’
一
ヶ
‐
‐
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
映
写
・
音
響
律
を
学
び
、
良
い
想
い
出
を
作
り
、
能
力
を
伽
％
発
揮
で
き

設
備
も
も
ち
ろ
ん
整
え
ら
れ
て
お
り
、
強
力
な
学
習
機
材
と
る
人
に
な
っ
て
巣
立
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
能

し
て
役
立
っ
て
い
る
。

勢
学
長
。
視
野
を
幅
広
い
も
の
に
す
る
よ
う
、
米
国
や
中
国

「
こ
う
い
っ
た
設
備
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
大
学
捌
‐
、
の
大
学
と
学
術
交
流
を
行
っ
て
い
る
の
も
こ
の
大
学
の
特
色
。

２
年
の
一
般
教
育
課
程
で
も
、
少
人
数
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
自
分
濡
評
地
（
噸
祷
姉
奄
枢
蝉
掴
極
緬
胴
町
帽
２
ｉ

可

兵
庫
県
ｆ
神
戸
商
科
大
学

し

天
に
学
ん
で
人
を
識
る

Ｉ
教
育
の
個
性
化
を
め
ざ
し
て

の
せ
て
つ
や

能
勢
哲
也
さ
ん
（
鋤
酋
商
科
大
学
学
長
）

お
お
う
え
よ
し
た
み

人
Ｌ
Ｌ
義
民
さ
ん
（
神
・
川
商
科
・
大
学
櫛
●
猫
冊
猟
街
課
民
）
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ロマンティックな剃上野の
式場を選びました。

北野ﾌ ﾟラザ（ﾁ ｬぺﾙ内部）

…瓢古宇縁
〒6 5 O 神戸市中央区北野町１丁目１番1 4 号
（J R 阪急･ 阪神三富駅から北へ徒歩１５分､ クルマで５分）

、壷(078)241-2451

、白い儒重は
リムジンに姿をかえて…

インターナショナルウエディング
5 0 名1 0 0 万円パック

挙式御披露宴
エキスプレスウエディング

１５万円挙式料衣裳
言付へアーメイク写真

い$ 肥L 剛帆C L U B
カサブランカクラブ

6 5 0 / 神戸市中央区北野町3 丁目1 - 6
teI． 078

0 7 8
2 0 0
8２
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祝･ 神戸商科大学
学舎移転記念式典1 9 9 0 年９月２９
於三木記念講堂

創立6 0 周年

滝川博司
昭和3 1 年商経学部卒業( 学部6 回）
兵庫トヨタ自動車㈱取締役社長
神戸市中央区磯辺通4 丁目２－l 2
T E L O 7 8 - 2 5 1 - 5 1 5 1㈹

寺 本混
昭Fll3 4年商謎学部卒業(学部9Ｍ）
㈱淡路屋取締役社是
神戸市中央区相生町3 丁目1 - 1
TELO78-351-1682㈹

日出午前１０時

長部二郎
峨和27年I附議学部卒業倖部2 1 u I）
､ 魁〃のこころで、
新しい日本酒文化を創造します。
大関湘造㈱代表取締役副社長
西宮市今津出在家m r 4 - 9
T E L O 7 9 8 - 3 2 - 2 1 2 1

木 下健
昭和2 9 年商経学部卒業( 学部4 m ）
㈱三富商店取締役社長
神戸市中央区播磨I U I Z l 9 取引所ピル
TE L O 7 8 - 3 3 1 - 2 5 2 5㈹

川本勢一
昭和2 0 年卒業( 嵩商１５回）
㈱ケーシーエス代表取締役会長
安田宜イテ
ロ銅1 3 1 年商経学部卒( 学部6 回）
㈱ケーシーエス代表取締役社長
神戸市中央区播鱈町２１－２
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 6 5 7 1 ㈹

土 居丈治
Ⅱ州126年IWi経学部卒業(学部lInl）
土居自動車工業㈱
㈱ジェミニオート神戸西
代表取締役
神戸市長田区腕塚町１丁目l - 2 0
T E L O 7 8 - 6 4 3 - 0 4 8 3

槌 橋秀一
昭和17年卒業(商商12 1 '１）
ニホンローソク㈱代表取締役会長
前淡水会々長
神戸市長田区人道通１丁目l - 1
T E L O 7 8 - 6 9 1 - 4 1 0 1

柳 田創三
昭和1 9 f 畔業崎商l 4 m j
( 棚兵庫ワイドサーピス取締役相談役
神戸市中央区江戸町9 4 - 2
T E L O 7 8 - 3 9 2 - 3 5 3 0

口却竃瑞

( 卒業年度順）
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ゲ
ス
ト

ジ
ュ
ノ
ン
篠
原
さ
ん

西
洋
占
星
術

一
目
木
幸
夫
さ
ん

刃鎧
些
ミ
ノ
好
き
な
道
に
進
ん
だ
幸
せ

陥
峠
附
伽
耐
献
職
働
職
蝋
塙
ダ
ー
ト
し

ノ

株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
シ
ー

代
表
取
締
役
社
長

ど
う
活
か
す
か
対
談
（
２
）

＝

蝿

科
学
万
能
の
世
の
中
に
あ
っ
て
も

人
は
占
い
や
予
言
を
信
じ
る
。
不
動

産
の
世
界
に
お
い
て
も
、
見
え
な
い

も
の
を
ど
う
観
て
い
く
か
、
人
の
心
、

世
の
流
れ
を
ど
う
観
じ
て
い
く
か
が

大
切
だ
。

第
２
回
を
迎
え
た
「
ど
う
活
か
す

か
対
談
」
で
は
、
株
式
会
社
エ
ル
ァ

イ
シ
ー
（
商
業
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
の
青
木
幸
夫
社
長
が
人
生
の

師
と
仰
ぐ
西
洋
占
足
術
の
ジ
ュ
ノ
ン

篠
原
先
生
を
招
い
て
、
「
思
い
入
れ
」

を
テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
て
頂
い
た
。

青
木
ジ
ュ
ノ
ン
先
生
と
は
、
御
指

導
を
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
う

８
年
に
な
り
ま
す
ね
。

ジ
ュ
ノ
ン
確
か
船
井
幸
雄
先
生
の

会
で
初
め
て
お
会
い
し
た
ん
で
す
よ

ね
。青

木
先
生
に
初
め
て
ご
指
導
を
頂

い
た
時
に
「
青
木
さ
ん
は
お
金
は
残

ら
な
い
け
ど
、
人
生
を
楽
し
く
生
き

て
い
け
る
人
よ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
（
笑
）
今
で
も
良
く
憶
え
て
い
ま

す
よ
。

｡

鯵
可

疏岬●
１
４

カトランの油絵の前で
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／

一
ｍ

ｼ'菱 ジ
ュ
ノ
ン
青
木
さ
ん
の
第
一
印
象
が
、
そ
の
言
葉
通
り

だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
つ
い
・
（
笑
）

青
木
や
っ
ぱ
り
人
生
は
楽
し
ん
で
生
き
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
私
は
先
生
の
指
導
に
従
っ
て
歩
ま
せ
て
頂
い

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

ジ
ュ
ノ
ン
と
こ
ろ
で
エ
ル
ア
イ
シ
ー
は
も
う
何
年
位

に
な
る
の
？

青
木
８
年
目
に
入
り
ま
す
。
お
陰
様
で
地
元
神
戸
で

も
少
々
知
名
度
が
上
り
、
商
業
施
設
の
テ
ナ
ン
ト
の
お

手
伝
い
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
一
棟
売
の

仕
事
を
主
に
し
て
、
生
き
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

私
は
ど
う
し
て
も
不
動
産
の
仕
事
を
し
た
か
っ
た
と

い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
今
と
な
っ
て
み
る

と
こ
の
道
に
進
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
仲
介
は
、
私
の
天
職
と
思
い
ま
す
。

ジ
ュ
ノ
ン
そ
う
思
え
る
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
よ
。
占
い
に
し
て
も
、
鑑
定
に
来
ら
れ
る
方
が

幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
私
も
一
生
懸
命
に
観

F』 ア

グ

目農
醤 熊

一

､

Ⅷ

１

、

鍵墨

て
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ｎ
分
が
一
番
や
り
た
い
こ
と

を
力
一
杯
や
る
と
い
う
こ
と
。
こ
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
物
が
溢
れ
て
い
る
今
の
世
の
中
で
、

精
神
的
に
Ⅷ
％
満
足
し
て
い
る
人
が
、
一
体
ど
れ
位
い

る
の
か
し
ら
。

青
木
私
は
最
近
、
お
客
様
へ
の
「
思
い
入
れ
」
が
仕

事
の
成
否
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
か
し
て

頂
き
、
ま
か
さ
れ
て
、
お
互
い
に
信
じ
合
え
る
関
係
を

お
客
様
と
の
間
で
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ジ
ュ
ノ
ン
青
木
さ
ん
は
素
直
だ
し
、
私
の
意
兇
も
よ

く
聞
い
て
下
さ
る
。
自
分
の
「
思
い
入
れ
」
を
も
っ
と

奥
深
い
所
か
ら
兇
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
今

後
も
益
々
ご
発
展
さ
れ
て
い
き
ま
す
よ
。

青
木
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
ジ
ュ

ノ
ン
先
生
の
一
言
で
今
日
の
対
談
の
意
義
は
十
分
あ
り

ま
し
た
。
（
笑
）

（
エ
ル
ア
イ
シ
ー
に
て
）

綴式会社エルアイシー

＝_ - －ご一 ~

〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 - 9 - 1
ポートアイランド国際交流会館８F
TELO78-302-4009（代）

ジュノン篠原さん・青木幸夫さん

野△

商業不動産事業計画コンサルタント
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，博輔静ｒ．農. % ，ザ. 、

蕊

ご
し
、
生
ま
れ
は
大
阪
だ
が
、

「
自
分
で
は
神
戸
っ
子
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
ほ
ど
神
戸

が
好
き
な
人
。
東
京
へ
行
っ
た

時
改
め
て
「
神
戸
は
こ
ん
な
に

い
い
所
か
」
と
感
じ
、
今
、
若
い

人
達
に
「
神
戸
か
ら
一
度
離
れ
、

外
か
ら
見
え
る
良
い
所
を
一
つ

で
も
掴
む
と
将
来
必
ず
役
に
立

つ
と
言
い
た
い
」
と
語
る
。

今
は
、
出
会
う
一
つ
一
つ
の

事
が
新
鮮
で
、
よ
り
多
く
勉
強

し
早
く
役
立
て
る
よ
う
な
り
た

い
と
、
水
に
放
た
れ
た
魚
の
よ

う
に
イ
キ
イ
キ
と
話
す
。

朝
５
時
半
に
起
き
、
健
康
の

た
め
に
散
歩
と
柔
軟
体
操
を
日

課
と
す
る
。

蕊

☆
若
も
の
よ
離
れ
て
み
て
、
神

戸
の
良
さ
を
掴
ん
で
欲
し
い

「
や
っ
と
神
戸
に
帰
れ
た
と

思
っ
た
ら
、
職
種
が
変
わ
り
と

ま
ど
う
ば
か
り
で
す
」
と
語
る

の
は
、
こ
の
４
月
に
神
戸
地
下

街
の
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た

砂原規子さん横山俊郎さん
いて発け事す任長
一い展て長が重は

篭溌鶏雛書
ま
た
、
塑
日
か
ら
訓
日
ま
で

は
「
オ
ー
パ
の
バ
ー
ス
デ
ー
」

と
題
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
で
、
「
楽
し
く
、
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
で
き
て
、
オ
ー
パ
を

再
認
知
し
て
頂
け
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
す
」
と

現
在
そ
の
準
備
に
大
忙
し
の
石

田
さ
ん
だ
。

☆
マ
ル
チ
才
女
、
東
京
へ

地
元
関
西
発
の
演
劇
祭
を
目

指
し
て
始
ま
っ
た
神
戸
演
劇
祭

「
新
神
戸
・
ニ
ュ
ー
ウ
エ
イ
ヴ

・
シ
ア
タ
ー
」
を
中
心
に
活
躍

し
て
い
る
新
進
の
脚
本
家
、
小

野
小
町
さ
ん
が
東
京
国
際
演
劇

祭
の
特
別
プ
レ
公
演
「
第
１
回

赤
坂
演
劇
祭
」
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

☆
山
手
か
ら
吹
く

国
際
交
流
の
新
し
い
風

国
際
交
流
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

８
月
、
横
山
俊
郎
さ
ん
が
理
事

長
に
、
砂
原
規
子
前
副
校
長
が

校
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

昭
和
帥
年
に
開
校
し
て
以
来

神
戸
の
国
際
性
を
土
台
と
し
て

語
学
力
を
身
に
つ
け
る
と
同
時

に
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
女

性
の
育
成
を
目
的
と
し
て
き
た

同
校
は
米
国
大
学
と
の
姉
妹
校

提
携
も
成
り
、
更
に
教
育
内
容

の
充
実
が
図
ら
れ
る
事
に
な

る
。
「
感
性
豊
か
な
女
性
を
育
て

た
い
」
と
横
山
理
事
長
ｏ
砂
原
校

ojWbe
B f e a k

各
地
の
博
物
館
で
「
宝
物
や
装

飾
具
」
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
彫
金
を
始
め
た
と
い
う
。

「
街
の
宝
石
屋
さ
ん
の
商
品

を
欲
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な

い
ん
で
す
が
、
博
物
館
に
並
ん

で
る
も
の
に
は
と
て
も
興
味
が

わ
く
ん
で
す
」
と
語
る
中
に
、

画
一
化
さ
れ
た
も
の
を
嫌
う
姿

勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
ん
な
籾

山
さ
ん
の
作
品
を
支
持
す
る
人

は
多
く
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
連

日
、
お
弟
子
さ
ん
や
一
般
客
で

賑
わ
っ
て
い
た
。

都
演
口
武
久

魂
さ
ん
。

ロ
東
京
で

涜
記
年
間
過

郡
年
間
か
け

一
一
一
て
如
数
カ

雌
国
を
放
浪

籾
し
た
際
、

１
１１３
１

っ
て
い
る
。
ご
両
名
の
奮
闘
に

大
い
に
期
待
し
た
い
。

☆
新
神
戸
の
オ
ー
パ
が

２
周
年
を
迎
え
る

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
パ
ー

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
が
９
月
記
日
、

オ
ー
プ
ン
２
周
年
を
迎
え
る
。

「
こ
の
２
年
間
、
オ
ー
パ
を

単
な
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
は
な
く
、
『
新
し
い
街
』

蕊

蕊
小野小町さん

はノl 、カロ作
処野す品
女さるで
戯ん・参

で
は
作
の
他
に
演
出
も
手
掛
け

そ
の
多
才
ぶ
り
を
発
揮
す
る
。

「
関
西
に
は
、
女
性
の
演
出

家
が
い
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は

り
、
東
京
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん

お
く
れ
て
い
る
面
が
多
い
で
す

よ
ね
。
今
回
は
、
そ
の
東
京
で

の
舞
台
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い

で
す
。
」
と
語
る
小
野
さ
ん
に

期
待
し
た
い
。

☆
手
作
り
の
良
さ
が
活
き
る

ア
ク
セ
サ
リ
ー
た
ち

彫
金
作
家
の
籾
山
啓
三
さ
ん

と
そ
の
お
弟
子
さ
ん
の
「
創
作

ジ
ュ
ゥ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
展
」
が

８
月
詔
日
か
ら
犯
日
ま
で
の
６

日
間
、
〃
南
京
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
．

蝶
屋
″
で
開
か
れ
た
。

籾
山
さ
ん
は
学
生
時
代
に
２

郡
に
と
っ
て

華
欠
か
せ
な

田
い
、
も
の
」

石
と
い
う
。

曲
〃
り
ん
ご
姫
″
で
第
２
回
キ

ャ
ビ
ン
戯
曲
賞
を
受
賞
し
て
以

来
、
若
手
の
作
家
と
し
て
注
目

を
あ
つ
め
て
い
る
が
、
同
公
演

と
し
て
お
客
様
に
と
ら
え
て
も

ら
う
た
め
に
色
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
営
業
企

画
部
次
長
の
石
田
逸
雄
さ
ん
は

振
り
返
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
パ

で
常
に
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
「
街
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鋸
呼
錘

ホ
ン
グ
マ
、
ヒ
ョ
ウ
な
ど
が
唯
一
の
猛
獣
で
あ
り
、
ヒ
ョ

ウ
の
肉
や
ク
マ
の
エ
サ
の
調
達
に
、
わ
ざ
わ
ざ
三
の
宮
市

場
や
、
食
堂
の
残
飯
貰
い
ま
で
し
た
。
そ
の
食
料
難
時

代
、
苦
心
の
チ
ャ
ン
コ
鍋
が
、
ク
マ
と
い
わ
ず
、
イ
ノ
シ

シ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
オ
オ
カ
ミ
、
ア
ヒ
ル
を
も
育
て

た
。〔

チ
ャ
ン
コ
鍋
で
育
っ
た
ヒ
グ
マ
夫
婦
〕

こ
の
栄
養
食
を
巨
漢
一
一
五
○
キ
ロ
の
ヒ
グ
マ
の
オ
ス

は
、
バ
ケ
ツ
に
山
盛
り
を
も
の
の
五
分
で
た
い
ら
げ
、
ま

だ
メ
ス
の
食
卓
に
口
を
突
込
む
と
い
う
喰
つ
ぶ
り
。
そ
れ

で
い
て
、
メ
ス
に
吠
え
つ
か
れ
る
と
、
た
じ
た
じ
。
大
喰

い
で
女
性
に
は
情
け
な
い
ほ
ど
弱
い
。
そ
ん
な
彼
等
に
我

■
●
●

々
は
、
オ
ス
Ⅱ
ポ
パ
イ
、
メ
ス
Ⅱ
マ
マ
と
、
名
づ
け
て
や

っ
た
。一

九
五
○
年
春
、
王
子
公
園
及
湊
川
公
園
を
会
場
と
し

て
県
市
共
催
の
も
と
日
本
貿
易
産
業
博
覧
会
（
通
称
神
戸

博
）
が
開
か
れ
た
。
郷
土
館
で
の
ア
イ
ヌ
一
刃
彫
り
実
演

一
九
七
○
年
一
月
十
七
日
ヒ
グ
マ
、
十
八
頭
目
の
繁
殖

に
成
功
（
国
内
最
多
産
記
録
）

ク
マ
は
雑
食
だ
か
ら
、
蒲
焼
き
に
使
っ
た
あ
と
の
骨
ば

か
り
の
ウ
ナ
ギ
の
〃
ア
ラ
〃
を
（
頭
も
入
っ
て
い
る
の
で

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
や
っ
た
）
、
毎
日
バ
ケ
ツ
に
山
盛
り
川
魚

屋
か
ら
買
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
大
釜
で
、
イ
モ
、
ナ
ン
キ

ン
、
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ
て
四
時
間
と
ろ
と
ろ
と
煮
つ
め

る
。
そ
こ
へ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
や
、
ふ
す
ま
を
入
れ
て

ね
ば
り
を
つ
け
、
も
ち
ろ
ん
食
塩
も
入
れ
て
や
る
。
こ
れ

が
王
子
特
製
の
ク
マ
用
チ
ャ
ン
コ
鍋
で
あ
る
。
（
今
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
食
パ
ン
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

与
え
て
い
る
）
。
「
自
然
食
が
一
番
だ
」
野
生
に
煮
た
物
な

ど
あ
り
や
し
な
い
。
と
、
ご
も
つ
と
も
な
ど
意
見
も
あ
っ

た
。
が
、
し
か
し
一
九
五
一
年
開
園
当
時
、
ヒ
グ
マ
、
一
一

あんよも、しっかりできるようになりました。ママと子グマ達。 場
に
、
、
こ
の
ヒ
グ
マ
夫
婦
が
連
れ
ら
れ
て
来
た
。
半
年
間

の
神
戸
博
終
了
後
、
引
取
り
に
来
な
い
こ
の
ヒ
グ
マ
の
管

理
が
問
題
と
な
り
、
結
局
は
同
博
覧
会
の
目
玉
と
し
て
導

入
し
た
ゾ
ウ
の
摩
耶
子
と
共
に
、
旧
諏
訪
山
動
物
園
（
県

庁
北
）
に
引
取
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
ポ
パ
イ
夫
婦
、
結
婚
の
儀
〕

ク
マ
は
毎
年
五
’
六
月
に
オ
ス
、
メ
ス
が
出
会
い
、
お

よ
そ
二
週
間
ラ
ブ
シ
ー
ズ
ン
を
過
す
。
ク
マ
は
冬
眠
す
る

と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
越
冬
中
に
メ
ス
は
穴
の
中
で

子
を
生
み
育
て
、
春
を
待
つ
。
つ
ま
り
〃
冬
ご
も
り
″
で

あ
る
。動

物
園
で
の
繁
殖
も
ま
た
野
生
同
様
、
十
二
月
末
か
ら

一
月
、
真
冬
に
子
を
生
む
こ
と
が
分
っ
た
。
ポ
パ
イ
夫
婦

が
初
め
て
子
グ
マ
を
生
ん
だ
の
は
、
一
九
五
六
年
一
月
二

憩鍵諜識 黙蕊藤議 議鰯鑑蝿１ 騨瀕鍵蕊謎
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し
た
。

そ
し
て
、

七
日
に
二
子
（
オ
ス
と
メ
ス
だ
っ
た
）
。
お
よ
そ
八
ヵ
月

前
、
初
め
て
の
交
配
を
確
認
し
た
の
は
ポ
パ
イ
、
７
歳
の

時
で
あ
っ
た
。
春
を
迎
え
、
驚
く
ほ
ど
の
食
欲
を
見
せ
て

い
た
ポ
パ
イ
が
、
突
然
チ
ャ
ン
コ
鍋
を
食
べ
な
く
な
っ
た
。

眼
は
充
血
、
ヨ
ダ
レ
を
流
し
て
、
オ
リ
に
近
ず
く
我
々
に

も
激
し
く
吠
え
、
立
上
っ
て
襲
っ
て
き
た
。
や
は
り
初
婚

の
せ
い
だ
ろ
う
。
メ
ス
が
嫌
が
る
も
の
だ
か
ら
、
ポ
パ
イ

は
、
マ
ウ
ン
ト
を
繰
り
返
す
ば
か
り
、
本
交
尾
に
至
ら
な

い
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
近
く
の
ゾ
ウ
が
、
ク
マ
舎
で

の
只
な
ら
ぬ
様
子
に
、
ド
ド
ー
ン
、
ド
ド
ー
ン
。
鉄
戸
を

( 右）「しっかり昇って。落ちないように気
をつけるんだぞ」ポパイと子供。
( 下）「お風呂はこうして入りますよ」ママと。

峰
日
本
の
動
物
園
史
に
も
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

結
婚
の
儀
式
は
終
っ
た
。

６
‐
１
１
１

強
打
し
て
私
を
呼
ぶ
も
の
だ
か
ら
、
青
谷
川
上
流
か
ら
刈

っ
て
き
た
サ
サ
や
カ
ヤ
を
食
べ
さ
せ
、
一
戻
っ
て
き
た
ら
、

ま
さ

ポ
パ
イ
は
、
正
し
く
鼻
イ
キ
荒
々
し
く
成
功
し
て
い
た
。

〔
飼
育
六
年
め
、
ヒ
グ
マ
誕
生
す
〕

交
配
が
終
っ
て
か
ら
の
夫
婦
は
急
に
争
い
は
じ
め
、
小

さ
な
メ
ス
の
マ
マ
に
巨
漢
の
オ
ス
は
、
逃
げ
る
ば
か
り
。

ま
さ
に
美
人
に
弱
い
ポ
パ
イ
そ
の
も
の
と
相
な
っ
た
。
野

生
で
も
、
交
配
の
あ
と
は
、
互
い
に
単
身
で
暮
す
こ
と
が

分
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
は
子
グ
マ
を
生
む
／
」

が
外
に
出
な
く
な
っ
た
か
ら
、
稲
わ
ら
を
敷
つ
め
、
枯
草

や
落
葉
も
入
れ
て
や
っ
た
ら
、
と
た
ん
に
、
ウ
ン
コ
を
一

カ
所
に
し
て
寝
床
を
絶
対
に
汚
さ
な
い
。
大
寒
に
生
ま
れ

る
赤
ん
坊
を
暖
め
る
た
め
だ
っ
た
。
一
九
五
六
年
一
月
二

十
七
日
、
僅
か
四
○
○
グ
ラ
ム
。
小
さ
な
二
子
を
生
み
、

マ
マ
は
母
乳
で
見
事
に
育
て
た
の
で
あ
る
。

隣
室
の
ポ
パ
イ
は
、
子
持
の
マ
マ
に
は
一
層
頭
が
上
ら

な
く
な
っ
た
。
そ
の
欲
望
を
満
せ
る
の
は
毎
年
五
月
末
の

十
日
間
だ
け
。
そ
の
ポ
パ
イ
夫
婦
は
、
毎
年
一
月
中
旬
に

出
産
。
よ
く
ぞ
十
二
産
、
十
八
頭
の
子
グ
マ
を
生
み
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
マ
マ
は
母
乳
で
育
て
た
。
そ
の
出
産
記
録

メ
ス
の
マ
マ
は
三
十
五
年
で
、
老
衰
死

四

再
び
、
ポ
パ

ベ
は
じ
め
た
の

イ
は
三
十
年
で
、

て
、
イ
ヌ
・
ネ
コ
の
平
均
寿
命
は
十
六
年
、
オ
ス
の
ポ
パ

予
想
し
て
出
産
準
備
に
入
っ
た
の
は
十
一
月
末
。
メ
ス

こ
こ
で
も
、
マ
マ
組
が
長
寿
で
あ
っ
た
。

連
続
六
時
間
、
連
日
十
日
間
、
楽
し
い
ク
マ
の

イ
夫
婦
は
、
チ
ャ
ン
コ
鍋
を
も
り
も
り
食

で
あ
る
。
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灘霞

灘

去
る
７
月
調
日
、
生
田
神
社
会
館
で

「
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
」
選
考
会
が
開
か

れ
た
。
こ
れ
は
今
年
か
ら
中
止
に
な
っ

た
神
戸
ま
つ
り
の
「
ク
イ
ー
ン
神
戸
」

に
代
わ
る
も
の
で
、
選
考
基
準
は
健
康

的
、
明
朗
、
知
性
豊
か
で
清
潔
感
の
あ

る
岨
ｌ
妬
歳
の
未
婚
女
性
で
あ
る
。

審
査
員
は
作
家
の
筒
井
康
隆
氏
、
書

家
の
望
月
美
佐
さ
ん
、
彫
刻
家
の
新
谷

露
紀
氏
、
画
家
の
石
阪
春
生
氏
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
中
西
省
吾
氏
、
演
出
家
の
岡

田
美
代
さ
ん
ら
超
人
で
い
ず
れ
も
神
戸

ゆ
か
り
の
各
界
代
表
で
あ
る
。

本
審
査
で
は
計
布
名
の
候
補
者
か
ら

５
名
の
プ
リ
ン
セ
ス
が
選
ば
れ
た
。
池

田
五
枝
さ
ん
、
大
浦
千
恵
さ
ん
、
国
武

万
里
さ
ん
、
松
下
芳
子
さ
ん
、
村
岡
直

美
さ
ん
で
あ
る
。
審
査
で
は
、
５
名
ず

つ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
歩
き
方
、
お
じ

ぎ
の
仕
方
、
簡
単
な
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
選
考
さ
れ
た
。
又
、

先
生
方
の
質
問
も
「
歌
を
ひ
と
ふ
し
歌

っ
て
下
さ
い
。
」
「
柏
手
を
う
っ
て
下
さ

い
。
」
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ブ
の
仕

方
を
み
せ
て
下
さ
い
。
」
「
神
戸
の
海
は

色
に
た
と
え
て
い
え
ば
何
色
で
す
か
。
」

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
会
場
か
ら
は
笑
い
も

お
こ
っ
た
。

大
海
祭
で
神
事
の
中
で
、
海
上
安
全

祈
願
文
の
祭
文
を
読
み
上
げ
る
未
婚
の

乙
女
が
こ
の
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
に
な
る

わ
け
だ
が
加
藤
宮
司
は
「
神
社
の
行
事

だ
け
で
な
く
外
国
の
歓
迎
な
ど
に
も
参

加
し
て
頂
き
た
い
。
」
と
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る

5 人のプリンセス、加藤宮司と

鍵爵 蕊

話題のひろば

＜Ｉ＞

口
海
の
プ
リ
ン
セ
ス
選
考
会

さ
わ
や
か
で
フ
レ
ッ
シ
ユ
な

プ
リ
ン
セ
ス
が
誕
生

驚
駕

尋学

零糞 零

づ

隆篭

雲

鱗
蝿
撫

１
１１７
１

撚

鞠

一
》
蝋識議

弓謹

魂謬

浄画睡

灘
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覇

蕊譲
響
、
篭
識

七
月
二
十
八
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
「
真
珠
の
間
」
に
て
、
小

誌
編
集
長
・
小
泉
美
喜
子
の
第
五
回
関

西
大
賞
さ
わ
や
か
賞
受
賞
と
五
月
一
日

付
で
の
編
集
長
就
任
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
か
れ
約
三
百
名
が
出
席
。
銘
打

っ
て
〃
さ
わ
や
か
神
戸
っ
子
編
集
長

乾
さ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
お
め
で
と
う
／
〃
。

と
村辞中
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
小
泉
が
猫
好
き

祝
、麺誇

で
あ
る
こ
と
に
因
ん
で
、
花
柳
芳
一
さ

準
』
ん
の
清
元
〃
ま
ね
き
猫
〃
。
こ
れ
に
ま

泳
揃
ね
か
れ
て
、
若
衆
御
輿
に
乗
っ
た
小
泉

壁
帳
が
場
内
か
ら
壇
上
へ
登
場
。
本
人
の
プ

辞
本
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
た
ス
ラ
イ
ド
が

祝
柳函多

上
映
さ
れ
た
あ
と
、
三
人
か
ら
祝
詞
。

東
喜
関
西
大
賞
選
考
委
員
長
で
も
あ
る
元

田
，嘆稚

・
京
大
総
長
の
奥
田
東
氏
は
「
関
西
大

師
く一ら
賞
は
手
づ
く
り
の
賞
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ

癖
》
に
参
加
し
て
選
考
が
間
違
っ
て
い
な
か

詫
毒
っ
た
と
感
じ
た
」
、
ま
た
永
田
良
介
商

醐
率
店
会
長
の
永
田
良
一
郎
氏
は
「
神
戸
っ

（
噺
面
子
と
は
創
刊
以
来
の
つ
き
合
い
。
編
集

ん
子
く
さ
摘
で
長
就
任
を
機
に
新
し
い
神
戸
っ
子
を
創

塞
謎
郵
っ
て
欲
し
い
」
、
最
後
に
川
上
勉
オ
ー

つ
、
を
喧
曝
県
ル
ス
タ
イ
ル
会
長
は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

’
４
川

唾
醗
催
都
市
構
想
を
最
初
に
ぶ
ち
上
げ
た
の
は

郡
酔
表
神
戸
っ
子
。
よ
り
豊
か
に
美
し
く
湖
い

舞
聴
韮
て
欲
し
い
」
と
、
小
泉
へ
の
激
励
を
頂

》
壁
李
戴
し
た
。

棒
碩
劫
こ
の
夜
は
、
小
泉
自
ら
大
仏
に
扮
し

趣
仲
勃
て
兵
庫
大
仏
建
立
の
基
金
を
募
る
他
、

》
》
》
津
》
嘩
域
誠
壱
恥
唾
却
が
淘
鋤
率
唖
癖

佑
和
唾
ぴ
出
す
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
っ
た
。

瀞 話題のひろば

＜Ⅱ＞

■
さ
わ
や
か
編
集
長
を
励
ま
す
会

ミ
コ
ち
ゃ
ん

お
め
で
と
う
／
●

§

釧
蟻
鰯
蝿
灘
卜
鍵
篭
雲
四

岸

１
１１８
１
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■
石
阪
春
生
画
伯
作
品
展
開
催

溌鯉蕊羅蝿蕊蕊騨鴬蕊騨呼諜霊・蝿蕊

譲
嬢
識
識
繊

毎講寸

話題のひろぱ

＜Ⅲ＞

１
１９
１

女
性
を
通
し
て

自
分
の
世
界
を
描
く

：

神
戸
で
活
躍
す
る
画
家
石
阪
春
生
さ

ん
の
個
展
が
、
８
月
１
日
か
ら
９
月
調

日
ま
で
、
北
野
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
て
い
る
。

Ｉ
女
性
の
神
秘
を
描
き
つ
づ
け
て
ｌ

と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た
今
回
の
個

展
に
は
、
新
作
を
含
ん
だ
最
近
３
１
４

年
の
作
品
が
弱
点
展
示
さ
れ
て
お
り
、

連
日
多
く
の
フ
ァ
ン
を
集
め
て
い
る
。

「
若
い
頃
は
抽
象
を
や
っ
て
い
た
ん

で
す
よ
」
と
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
併
設
の
喫

茶
室
で
お
話
を
伺
っ
た
時
の
第
一
声
。

当
時
は
流
行
も
手
伝
っ
て
か
、
若
い
画

家
達
は
皆
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た

そ
う
だ
。
画
伯
も
そ
の
ひ
と
り
で
、
女

性
を
描
き
始
め
た
の
は
約
加
年
前
か
ら

で
あ
る
。
「
抽
象
は
本
質
的
に
合
わ
な

い
の
で
は
・
・
・
」
と
思
い
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
で
そ
れ
以
来
、
女
性
像
を
通
し

て
自
分
の
内
面
の
世
界
を
描
き
、
広
げ

て
き
た
。

今
年
、
ア
ト
リ
エ
を
新
し
く
造
り
か

え
た
そ
う
だ
。
そ
の
際
に
気
に
入
ら
な

い
作
品
を
処
分
し
た
。
「
爽
快
な
気
分

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
何
か
、
新
し
い

風
が
吹
い
て
き
た
よ
う
な
気
分
で
、
ま

だ
ま
だ
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。
」
と
笑

顔
で
語
る
。

ハ
イ
カ
ラ
文
化
の
街
と
し
て
歩
ん
で

き
た
〃
神
戸
″
と
、
そ
の
象
徴
〃
女

性
〃
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
等
の
分
野
も

こ
な
す
と
い
う
同
画
伯
の
内
面
的
世
界

は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

会場内（写真右上) 、にこやかに語る石阪画伯（方卜) 、1 9 9 0 年作「木造の家」と同画伯（右下) 。個展が行われているギャラリー
・ホワイトハウス（左下) 。
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岩田明氏

昨
年
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
籾
Ｗ
Ｆ
Ｆ
が
、
今
年

は
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
主
催
”
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
・
神
戸
商
工
会
議
所
）

と
し
て
ｎ
月
に
開
催
さ
れ
る
。

第
２
回
に
あ
た
る
今
年
数
々

の
ハ
ー
ド
に
真
の
付
加
価
値
を

つ
け
る
た
め
、
第
１
回
以
上
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
肌
で
感
じ
あ

い
神
戸
で
創
造
・
再
生
し
た
新

鮮
な
情
報
を
国
内
は
も
と
よ
り

世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
は

〃
ウ
ィ
ー
ン
〃
・
ヤ
ル
タ
体
制

が
終
駕
を
迎
え
、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
が
崩
壊
し
た
籾
年
、
世
界
中

が
注
目
し
て
い
る
東
欧
改
革
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
都
ウ
ィ
ー
ン

を
全
体
テ
ー
マ
に
し
、
パ
リ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

１
１２０
１

辻内恵子氏

蕊蕊鍵

泊三枝子氏

Z Z〃んク＊ ●

′ "

ウ
ィ
ー
ン
が
街
に
や
っ
て
き
た

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

決
定
／
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
ー
６
名
／
、

兜母. _ 麺

鐙識輯占

竹内千香氏梶野加恵氏

貝~ …T 抱討ョ R F q

山 下博子氏

凹韓

，垂

‘識

譲
蕊

嘩蕊
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学
院
名
古
屋
校
卒
業
記
年
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
㈱

ロ
ー
ト
レ
ァ
モ
ン
入
社
現
在
同
社
ブ
ラ
ン
ド
「
ロ

ー
ト
レ
ア
モ
ン
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

八
抱
負
Ｖ
モ
デ
ル
も
観
客
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
思

わ
ず
身
に
つ
け
て
街
に
出
た
く
な
る
よ
う
な
作
品
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
満
足
。
歌
声
の
よ
う
な
透

明
感
に
溢
れ
た
爽
や
か
な
ウ
ィ
ー
ン
の
夏
の
森
の
感

じ
を
表
現
し
た
い
。

＊
辻
内
恵
子

昭
和
弧
年
神
戸
市
出
身
弱
年
山
口
学
園
芦
屋
デ
ザ

イ
ン
ス
ク
ー
ル
卒
業
弱
年
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
㈱
入

社
現
在
同
社
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ル
ジ
ェ
ン
ヌ
」
の
チ

ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

八
抱
負
Ｖ
シ
ョ
ー
を
御
覧
い
た
だ
く
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
思
う
存
分
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊
泊
三
枝
子

昭
和
訓
年
鹿
児
島
県
出
身
躯
年
田
中
千
代
服
飾
専

門
学
校
卒
業
弱
年
㈱
イ
ズ
ム
創
業
時
か
ら
同
社
に

参
画
。
現
在
、
イ
ズ
ム
グ
ル
ー
プ
㈱
バ
イ
オ
事
業
部

の
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

八
抱
負
Ｖ
〃
ウ
ィ
ー
ン
″
は
前
世
紀
末
文
化
の
都
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
私
自
身
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

て
今
世
紀
末
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
に
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

＊
山
下
博
子

昭
和
弱
年
姫
路
市
出
身
師
年
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
卒
業
記
年
㈱
ワ
ー
ル
ド
入
社
現
在
同
社
ブ
ラ

ン
ド
「
ス
チ
エ
ッ
ソ
」
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

中
。八

抱
負
Ｖ
エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
、
ク
リ
ム
ト
、
マ
ラ
ー

と
い
っ
た
唯
美
的
、
官
能
的
文
化
に
は
こ
れ
ま
で
も

魅
力
を
感
じ
て
い
た
が
、
今
回
は
ウ
ィ
ー
ン
世
紀
末

の
幻
想
的
魅
惑
的
側
面
を
思
う
存
分
表
現
し
た
い
。

１
１２１
１

お問合せ先/ K F F 実行委員会享務局
322-5326(直通）

●協賛イベントK F F 前夜祭
K O B Eファッションパーティ'９０
「ウィンナワルツの夕べ」
<主催>神戸ﾌｧｯｼ ｮ ﾝ パー ﾃ ｨ実行委員会
く後援> K F F 実行委員会
く日時>11月16日（金）１９:00～
< 会場> 神戸ポ弓トピアホテル

「大輪田の問」

第２回神戸ファッションフェスティバル開催概要
●ＨＥＬＭＥＴＬＡＮＧ●ニュークリエイターズ
’9 1 春夏コレクションコレクション販称）
< 協賀> トーアレデイース〈協賛> ｱ ｼ ｯ ｸ ｽ ､ ﾌ ｦ バﾒ ｲ ズﾑ ､ 労レン
< 日時> 1 1 月1 7 日( 土）オ室ﾙ ｽ ﾀ ｲ ﾙ ､ ヅﾔ ヴｱ ‘ﾜ ｰ ﾙ

第１回16:00～第２回18:00～〈日時>11月18日（日）
< 会場> アシックスアトリウム 第１回15:00～第２回17:00～
<入場料>5,00O円 く会場> アシックスアトリウム

＜入場料>5, 0 0 0円

第
４
位
（
切
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
登
場

し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
天
才
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ヘ
ル

ム
ト
ラ
ン
グ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
前

回
に
引
き
続
き
、
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
た
神
戸
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。

先
月
そ
の
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
６
名
が
決
定

そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る
（
順
不
同
）

＊
岩
田
明

昭
和
”
年
大
分
県
出
身
弱
年
渡
仏
、

師
年
７
月
パ
リ
・
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
組
合
学
校
卒

業
。
そ
の
後
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
。
ゴ
マ
氏
に
師
事
、
ジ

バ
ン
シ
ー
●
ハ
リ
社
、
ギ
。
ラ
ロ
ッ
シ
ュ
パ
リ
社
勤
務

を
経
て
銘
年
９
月
㈱
ア
バ
ン
入
社
。
現
在
、
同
社
ブ

ラ
ン
ド
「
ヴ
オ
ー
ト
ル
」
の
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
中
。

八
抱
負
Ｖ
パ
リ
で
８
年
間
培
っ
て
き
た
も
の
を
す
べ

て
結
集
し
た
作
品
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ウ
ィ
ー

ン
は
、
最
も
好
き
な
街
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も
に

知
的
な
女
性
を
表
現
す
る
私
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
近
い

イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
梶
野
加
恵

昭
和
坊
年
島
根
県
八
束
郡
出
身
Ｓ
“
年
３
月
上
田

安
子
服
飾
学
院
卒
業
。
弘
年
９
月
㈱
ヴ
ァ
レ
ン
入
社

現
在
、
同
社
ブ
ラ
ン
ド
「
フ
オ
ル
ブ
リ
ン
グ
と
の

チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

八
抱
負
Ｖ
常
に
着
心
地
を
主
眼
に
お
い
て
創
作
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
そ
の

自
分
ら
し
さ
と
未
来
感
覚
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
ど
う

表
現
す
る
か
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。＊

竹
内
千
香

昭
和
調
年
名
古
屋
市
出
身
弱
年
東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー
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鶏

「
神
戸
は
、
大
正
十
年
の
六
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
に
、
新
開

地
の
衆
楽
館
で
毎
夜
〃
バ
ン
ド
マ
ン
〃
と
い
う
外
国
人
の
喜
歌
劇

団
が
、
『
ア
フ
ガ
ー
』
と
か
、
「
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
』
『
プ
ラ

ン
・
パ
イ
』
な
ど
と
い
う
栖
落
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
上
演
し
て
る
ん

で
す
よ
。
東
京
で
は
、
大
正
元
年
か
ら
帝
劇
オ
ペ
ラ
や
、
浅
草
オ
ペ

ラ
が
の
時
代
で
、
田
谷
力
三
さ
ん
等
が
活
躍
さ
れ
て
い
た
頃
で
す
。

戦
後
初
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
最
高
傑
作
〃
こ
う
も
り
″
の
神
戸
公

演
は
、
オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
つ
ぐ
第
三
の
波
と
し
て
急
浮

上
し
て
き
た
オ
。
ヘ
レ
ッ
タ
の
真
髄
を
、
昨
年
の
神
戸
シ
テ
ィ
オ
ペ

ラ
〃
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
〃
と
違
っ
た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
大
人
が
楽

し
め
る
舞
台
を
、
東
京
か
ら
第
一
人
者
の
演
出
家
・
寺
崎
裕
則
さ

ん
（
日
本
オ
ペ
レ
ッ
タ
協
会
会
長
）
を
招
い
て
、
し
か
も
振
付
に

Ｓ
Ｄ
Ｋ
の
新
井
重
美
さ
ん
が
、
立
稽
古
に
つ
く
と
い
う
凝
り
よ
う

で
お
観
せ
し
ま
す
。

恋
も
、
浮
気
も
シ
ャ
ン
パ
ン
の
泡
。
後
で
考
え
る
と
何
か
真
実

の
愛
を
感
じ
る
…
…
と
い
う
、
面
白
く
て
や
が
て
哀
し
い
オ
ペ
レ

ッ
タ
は
、
神
戸
っ
子
の
大
人
の
感
性
に
ぴ
っ
た
り
で
す
よ
」

☆
と
に
か
く
ウ
イ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
に
乗
っ
て
の
稽
古
は
楽
し
い

§蕊斡

のオペレッタ
i帥，，が燃える

神戸発

鐘

喜歌劇"こうも'り”

騨瑠

蕊
澗
持
縮
灘
測

雲
撫
瀧
州
頼
剛
、

西
宮
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
で
熱
っ
ぽ
く
少
年
の
よ
う
な
眼
差

る
の
は
、
神
戸
オ
ペ
ラ
協
会
会
長
の
梅
田
正
己
さ
ん
。
十

を
前
に
暑
い
盛
り
に
〃
こ
う
も
り
″
稽
古
場
は
燃
え
て
い

蕊蕊蕊；鵜

１
１２２
１

☆
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〃
恋
の
展
覧
会
〃
遊
び
の
粋

乞
ご
期
待
／

東
と
西
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
仕
掛
人

蝿
御
濡
蕊
赫
峠
楽

●
梅
田
正
巳

神
戸
オ
ペ
ラ
協
会
会
長

と
、
西
宮
に
あ
る
ス
タ
ジ

し
で
語
る
の
は
、
神
戸
オ
ペ

月
公
演
を
前
に
暑
い
盛
り
に

た
。

ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
役
の
保
坂
博
光
さ
ん
と
、
ロ
ザ
リ
ン
デ

の
反
橋
恵
子
さ
ん
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
の
笹
井
幹
夫
さ
ん
の
三
人
が

第
三
幕
の
復
普
の
ポ
ル
カ
を
三
巴
と
な
っ
て
大
合
唱
、
大
熱
演
の

真
最
中
。
寺
崎
演
出
は
き
め
細
や
か
で
、
新
井
重
美
さ
ん
も
面
白

お
か
し
く
振
を
つ
け
、
十
三
日
チ
ー
ム
の
稽
古
日
の
次
は
十
四
日

チ
ー
ム
で
、
垣
花
洋
子
（
ロ
ザ
リ
ン
デ
）
伊
藤
富
次
郎
（
ア
イ
ゼ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
松
本
幸
三
（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
）
さ
ん
ら
の
稽
古

を
つ
け
る
。

配
役
は
、
そ
の
他
に
プ
リ
ン
ト
博
士
／
神
田
裕
史
。
志
賀
義
俊

フ
ァ
ル
ケ
博
士
／
塚
田
康
弘
。
橘
茂
、
フ
ラ
ン
ク
／
佐
藤
彰
宏
。

米
良
俊
一
、
オ
ル
ロ
フ
ス
キ
侯
／
小
見
佳
子
・
山
岸
万
里
子
、
イ

ー
ダ
／
中
川
和
美
、
外
山
京
子
さ
ん
ら
の
Ｗ
キ
ャ
ス
ト
。
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（
蝿
）
が
、
又
オ
ル
ロ
フ
ス
キ
ー
家
の
召
使
い
た
ち
に
は
、
神
戸

踏
会
の
紳
士
淑
女
に
は
、
神
戸
在
中
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
カ
ッ
プ
ル

に
明
日
香
都
さ
ん
が
出
演
。
も
う
一
つ
の
話
題
は
、
幕
開
き
の
舞

オ
ペ
ラ
協
会
合
唱
団
（
合
唱
指
導
・
富
岡
健
）
が
出
演
す
る
。

の
武
田
博
之
さ
ん
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
舞
台
美
術
／
太
田
創
、

フ
ロ
ッ
シ
ュ
は
、
道
化
座
の
須
永
克
彦
、
そ
し
て
ゲ
ス
ト
歌
手

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
指
揮
は
、
気
力
充
分面白くてやがて悲しき、こうもりﾞ のフィナーレの熱のこもった練習風景

照
明
／
佐
藤
毒
晃
、
演
技
指
導
／
森
秀
人
、
舞
台
監
督
／
萩
野
門

蔵
、
衣
裳
は
山
口
次
世
さ
ん
で
新
し
い
衣
裳
制
作
が
進
ん
で
い
る
。

制
作
の
梅
田
さ
ん
は
「
今
回
の
費
用
は
三
千
万
・
チ
ケ
ッ
ト
を
売

っ
て
一
一
千
万
、
不
足
分
は
、
三
菱
信
託
芸
術
文
化
財
と
、
神
戸
市
民

文
化
振
興
財
団
、
後
援
会
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂
く
と
い
う
台

所
で
す
。
だ
か
ら
何
が
何
で
も
全
席
満
員
に
し
な
く
て
は
（
笑
）
」

喜
歌
劇
八
こ
う
も
り
Ｖ
は
、
ウ
ィ
ン
ナ
ワ
ル
ッ
に
乗
っ
て
男
と

女
の
様
々
な
愛
が
開
く
。
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
〃
恋

の
展
覧
会
″
〃
愛
の
百
科
辞
典
〃
。
危
険
な
悦
楽
の
園
へ
、
い
ざ
／
、

☆
剛
世
紀
の
日
本
に
大
人
の
娯
楽
劇
オ
ペ
レ
ッ
タ
を

「
今
回
の
神
戸
公
演
は
、
原
作
の
メ
ン
ャ
ク
・
ア
レ
ビ
ー
と
、
ヨ

ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
作
曲
を
、
今
の
日
本
人
に
判
る
訳
詞
と

台
本
、
そ
し
て
演
出
と
い
う
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
ん
で
す
。
実
際
や
っ
て
み
る
と
言
葉
に
音
符
が
よ
く
書
か
れ
て

い
て
楽
し
い
ん
だ
ナ
。
だ
か
ら
、
ま
っ
た
く
神
戸
発
で
す
よ
。
」

演
出
の
寺
崎
裕
則
さ
ん
は
、
文
学
座
の
新
劇
演
出
か
ら
、
歌
舞

伎
の
演
出
を
、
師
匠
は
宇
野
信
夫
。
三
島
由
紀
夫
の
作
品
は
全
て

手
が
け
た
が
、
あ
の
自
殺
を
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
研
修
生
と
し
て

東
ベ
ル
リ
ン
ヘ
・
演
出
家
フ
ェ
ル
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
つ
い
て
学

び
、
喜
歌
劇
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
。
歌
舞
伎
と

表
現
は
何
ら
変
ら
な
い
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
音
楽
を
人
間
で
描
い
た

も
の
だ
か
ら
、
赤
毛
も
の
と
し
て
扱
わ
ず
、
日
本
人
ら
し
い
オ
ペ

レ
ッ
タ
を
と
、
十
三
年
前
の
一
九
七
七
年
か
ら
日
本
オ
ペ
レ
ッ
タ

協
会
会
長
と
し
て
田
谷
力
三
さ
ん
と
握
手
。
日
本
の
血
を
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
て
そ
の
普
及
に
情
熱
を
か
け
て
き
た
。

「
私
の
よ
う
な
海
外
研
修
生
が
今
、
日
本
中
に
五
四
○
人
い
ま
す

が
、
各
地
の
地
域
音
楽
文
化
を
背
負
っ
て
立
っ
て
い
る
。
私
は
、

各
地
方
と
一
緒
に
や
る
こ
と
で
虹
世
紀
の
日
本
の
士
に
根
づ
か
せ

て
、
判
り
や
す
く
て
楽
し
く
、
親
し
み
や
す
く
て
深
い
大
人
の
娯

楽
劇
オ
。
ヘ
レ
ッ
タ
を
浸
透
さ
せ
た
い
で
す
ね
」
。
と
語
っ
て
い
た
。

お
問
合
せ
／
神
戸
オ
ペ
ラ
協
会
０
７
９
８
（
Ｍ
）
１
１
３
７

ｓ
￥
６
，
０
０
０
Ａ
￥
５
，
０
０
０
Ｂ
￥
４
０
０
０
Ｃ
￥
２
，
０
０
０

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
妬
（
３
６
３
）
９
９
９
９
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
妬

（
３
０
８
）
９
０
９
０

神
戸
／
さ
ん
ち
か
Ｐ
・
Ｇ
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
Ｐ
・
Ｇ
大
阪
／
阪
急
梅
田
Ｐ
．
Ｇ

阪
急
西
宮
北
口
Ｐ
・
Ｇ

１
１２３
１
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神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

し真剣な表情で一絃琴
にチャレンジする御
婦人

FriendshiP

皿
シ
ア
ト
ル
で

’
１三

絃
琴
を
奏
で
る

４
１
２
１
ｊ

須
磨
の
一
絃
琴
の
幸
臼
色
が
ア
メ
リ
カ

の
シ
ア
ト
ル
に
流
れ
、
現
地
の
多
く
の

関
係
者
を
魅
了
し
た
。

こ
れ
は
神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
例
年
語
学
研
修

の
た
め
に
訪
れ
る
州
立
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
と
昨
年
姉
妹
校
提
携
し
た
シ
ョ
ア
ラ

イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で

の
二
つ
の
交
換
会
の
中
で
披
露
さ
れ
た

も
の
。
‐

今
回
演
奏
さ
れ
た
曲
目
は
「
さ
く

ら
、
さ
く
ら
」
「
カ
エ
ル
の
歌
」
「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
」
の
３
曲
。

一
絃
琴
は
神
戸
を
代
表
す
る
伝
統
文

化
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
同
校
も
校
外

学
習
の
一
環
と
し
て
採
用
し
て
い
る
だ

け
に
、
日
本
か
ら
の
「
お
み
や
げ
」
と

し
て
は
ま
さ
に
適
役
。

同
校
の
毎
夏
一
カ
月
に
わ
た
る
語
学

研
修
の
世
話
を
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
カ
ー
ビ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

理
事
長
が
８
月
に
来
日
し
て
同
校
を
訪

問
。
学
生
た
ち
と
再
会
し
一
絃
琴
の
印

象
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
二
つ
の
点
で
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
一
つ
は
若
い
世
代
の
お
嬢
さ
ん
た

ち
が
古
い
伝
統
の
琴
に
興
味
を
持
ち
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
琴
の
音
の
響
き
で
す
。
本
当
に

気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
音
色
で

神
秘
的
な
脅
威
を
感
じ
ま
し
た
」

一
方
、
同
校
で
も
今
回
の
反
響
に
気

を
良
く
し
、
来
年
以
降
も
一
絃
琴
を
披

露
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

くゆかた姿も可愛らし
い６人のお嬢さんた
ち

の
学
生
が

q￥
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▲来日したカーピー・ブラウンさんを
交えて、ピアノに合わせて大合唱。

q 想い出話に花が咲く。正面左から横山
理事長、ブラウンさん、砂原校長。

神戸山手インターナショナルアカデミー

神戸市中央区山本通５－９－１５
画0 7 8 - 3 5 1 －2 6 6 4
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